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自
然
か
ら
生
ま
れ
た
環
境
資
材

 「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
製
品
」に

海
外
か
ら
も
熱
い
視
線

鉄
を
作
る
過
程
で
生
じ
る「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
」を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

天
然
の
石
や
砂
と
似
た
成
分
を
持
つ
循
環
資
源
で
、

優
れ
た
性
能
を
持
ち
、土
木
や
建
築
を
中
心
に
そ
の
用
途
は
幅
広
い
。

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
急
ぐ
海
外
か
ら
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
る
。

「ザ・プロジェクト」

シンガポールのインフラ整備にも
鉄鋼スラグは欠かせない

Singapore

　

鉄
鋼
ス
ラ
グ
と
は
、
鉄
鉱
石
か
ら

鉄
を
製
造
す
る
過
程
で
生
じ
る
副
産

物
の
こ
と
。
主
な
成
分
は
石
灰
、
シ

リ
カ
、
ア
ル
ミ
ナ
、
な
ど
で
、
天
然

の
石
や
砂
な
ど
の
成
分
と
近
く
、
有

害
物
質
を
含
ま
な
い
。
そ
の
た
め
、

土
壌
環
境
基
準
や
水
底
土
砂
基
準
を

満
た
し
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
適
合

し
た
環
境
資
材
と
し
て
、
セ
メ
ン
ト

原
料
や
土
木
工
事
資
材
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
年
間
約
１
億
２
０
０
０

万
㌧
の
鉄
が
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
生
成
さ
れ
る
鉄
鋼
ス

ラ
グ
の
量
は
約
４
０
０
０
万
㌧
、
東

京
ド
ー
ム
16
杯
分
に
も
な
る
。
こ
の

う
ち
約
99
％
以
上
が
有
効
利
用
さ
れ

て
い
る
。「
ス
ラ
グ
」
と
い
う
名
前
か

ら
廃
棄
物
と
勘
違
い
す
る
人
も
い
る

が
、
実
は
、
厳
し
い
品
質
管
理
の
下

で
生
産
さ
れ
る
貴
重
な
循
環
資
源
な

の
だ
。

　

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
最
大
の
需
要
分
野

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
原
料
で
あ
る

セ
メ
ン
ト
だ
。

　

鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
利
用
し
た
高
炉
セ

メ
ン
ト
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
使

用
す
る
と
、
通
常
の
セ
メ
ン
ト
を
使

用
し
た
も
の
に
比
べ
て
、
強
度
や
耐

久
性
が
高
い
、
海
水
や
化
学
物
質
へ

の
抵
抗
性
が
大
き
い
、
鉄
筋
へ
の
腐

食
が
少
な
い
、
発
熱
速
度
が
遅
い
、

環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
、
な
ど
の

特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
護
岸
や

ダ
ム
な
ど
の
構
造
物
、
道
路
・
鉄
道

構
造
物
、
各
種
土
木
・
建
築
の
基
礎
、

地
盤
改
良
工
事
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

例
が
多
い
。

　

高
炉
セ
メ
ン
ト
の
利
用
が
増
え
て

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に

大
き
な
効
果

ニュー・マリーナ・ベイ・ダウンタウンに立つシンガポール一高層のプライベートコンドミニアム開発にも日本
の鉄鋼スラグを原料とした資材が使われている

　シンガポールの建築資材会社、パン・ユナイ
テッド・コーポレーションのMay Ng CEOが、
日本の鉄鋼スラグについてコメントを寄せてく
れた。
「シンガポールでは政府による人口増加政策に
のっとり、地下鉄や空港、高速道路などのイン
フラ整備が進められている。セメントやコンク
リートの需要増加に伴い、鉄鋼スラグの需要も
増加している。パン・ユナイテッドが日本から
輸入している鉄鋼スラグは、高品質なスラグ微

粉末であり、高炉セメントの原料とした上で、
最終的にはコンクリートとして販売している。
このコンクリートは複数の公的機関から認証を
受けた環境配慮型の製品であるだけでなく、優
れた機能を持つ。例えば、スラグの持つ「発熱
量が少ない」という特性により、コンクリート
製造時のひび割れ防止に効果がある。また塩害
に対する抵抗性も高い。今後もインフラ整備を
進める上で、日本の鉄鋼スラグの需要は高まっ
ていくだろう」
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問い合わせ先

鐵鋼スラグ協会
〒103 - 0025
東京都中央区日本橋茅場町3-2-10
鉄鋼会館5階
TEL：03-5643-6016
http://www.slg.jp/

コンクリート骨材用
201万t土木用 701万t 

加工用原料 24万t  0.6％
地盤改良材 98万t  2.4％

肥料・土壌改良材用 25万t  0.6％
再使用 250万t  6.1％
その他 154万t  3.7％
埋立等 33万t  0.8％

道路用
869万t

セメント用
1,763万t

4.9％

 21.1％

42.8％合計
4,118万t

17％

鉄鋼スラグの用途別使用量（2011年度実績）

い
る
背
景
に
は
、
環
境
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
も
あ
る
。
通
常
の
セ
メ
ン
ト
の

製
造
で
は
、
原
料
の
石
灰
石
や
粘
土

を
焼
く
工
程
が
あ
る
が
、
高
炉
ス
ラ

グ
を
使
用
す
る
と
こ
の
工
程
は
不
要

だ
。
そ
の
た
め
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
削
減
で
き
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
低

減
に
も
な
る
の
だ
。
通
常
セ
メ
ン
ト

と
比
べ
て
、
高
炉
セ
メ
ン
ト
で
は
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
約
40
％
削
減
で
き
る

と
い
う
。
高
炉
セ
メ
ン
ト
の
利
用
拡

大
は
、
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画

の
施
策
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

高
炉
セ
メ
ン
ト
が
使
わ
れ
た
構
造

物
は
、
明
石
海
峡
大
橋
、
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
、
東
京
都
庁
、
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
多
数
。

　

近
年
で
は
景
気
後
退
に
伴
い
建
設

投
資
が
減
少
し
、
国
内
の
セ
メ
ン
ト

需
要
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
世
界
を
ト
ー
タ
ル
で
見
れ
ば
、

セ
メ
ン
ト
生
産
量
は
右
肩
上
が
り
に

推
移
し
て
い
る
状
況
だ
。
日
本
の
高

炉
ス
ラ
グ
も
２
０
０
０
年
頃
を
機
に

輸
出
が
本
格
化
し
、
そ
の
量
は
拡
大

傾
向
に
あ
る
。
特
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
成
長
国
に
お
い
て
、

技
術
的
特
性
と
環
境
性
能
を
併
せ
持

つ
資
材
と
し
て
、
日
本
の
鉄
鋼
ス
ラ

グ
に
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。

　

鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
ど
の
過
程
で
生
成

さ
れ
る
か
で
、「
高
炉
ス
ラ
グ
」
と

「
製
鋼
ス
ラ
グ
」
に
大
別
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ラ
グ
は
、
用
途
に
応

じ
た
加
工
・
処
理
が
施
さ
れ
、
製
品

と
し
て
出
荷
さ
れ
る
。

　

高
炉
ス
ラ
グ
は
水
と
反
応
し
て
固

ま
り
、
時
間
と
と
も
に
強
度
が
向
上

す
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
こ
れ
を

利
用
し
て
、
セ
メ
ン
ト
原
料
や
土
木

工
事
材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
混
ぜ
て

使
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
な
ど
、
土

木
・
建
設
用
途
に
使
わ
れ
る
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
骨
材
に
は
、
天
然
の
砂

利
や
砂
な
ど
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
環
境
保
全
や
採
掘
時
の
使
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
の
観
点
か
ら
、
人

工
骨
材
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
高
炉
ス
ラ
グ
骨
材
は
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
し
て
販
売

量
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

製
鋼
ス
ラ
グ
は
、
高
炉
ス
ラ
グ
と

同
じ
よ
う
に
水
硬
性
が
あ
り
、
崩
れ

に
く
く
、
硬
く
て
摩
擦
に
強
い
な
ど

の
特
性
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
道
路
を

造
る
際
の
路
盤
材
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
、
地
盤
改
良

材
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
な
お
高
炉
ス

ラ
グ
も
製
鋼
ス
ラ
グ
も
、
石
灰
や
ケ

イ
酸
な
ど
土
の
栄
養
と
な
る
成
分
を

含
ん
で
い
る
た
め
、
稲
作
・
畑
作
な

ど
の
肥
料
と
し
て
も
広
く
使
わ
れ
て

い
る
。

　

10
年
に
完
成
し
た
東
京
国
際
空
港

Ｄ
滑
走
路
工
事
で
は
、
中
仕
切
り
堤
、

仮
設
道
路
材
な
ど
埋
め
立
て
資
材
の

一
部
と
し
て
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
製
の
人

工
石
材
を
は
じ
め
鉄
鋼
ス
ラ
グ
製
品

が
約
１
８
０
万
㌧
使
用
さ
れ
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
や
災
害

対
策
で
も
、
道
路
整
備
や
港
湾
工
事
、

液
状
化
対
策
工
事

用
の
資
材
と
し
て
、

多
く
の
鉄
鋼
ス
ラ

グ
が
活
用
さ
れ
て

い
る
。
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
裏

に
は
鉄
鋼
ス
ラ
グ
あ
り
、
と
い
え
る

の
だ
。

　

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
は
、
鉄
鋼
ス
ラ

グ
の
新
た
な
用
途
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
例
え
ば
海
の
再
生
に
つ

な
が
る
使
い
方
だ
。

　

日
本
の
海
岸
線
の
約
１
割
で
、
海

藻
が
減
少
す
る
「
磯
焼
け
」
の
被
害

が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ

は
、
上
流
で
木
々
が
伐
採
さ
れ
、
河

川
か
ら
海
へ
流
入
す
る
鉄
分
が
減
少

し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
鉄
鋼
ス
ラ
グ
と
腐
植
土
を
混

ぜ
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
開
発
。
こ
れ
を
海

に
入
れ
、
人
工
的
に
鉄
分
を
鉄
イ
オ

ン
の
形
で
供
給
し
た
と
こ
ろ
、
半
年

ほ
ど
で
昆
布
が
豊
か
に
育
っ
た
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

ま
た
沖
縄
な
ど
で
、
海
水
温
の
上

昇
な
ど
を
原
因
と
す
る
サ
ン
ゴ
礁
の

減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
対
し
て
は
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に

Ｃ
Ｏ
２
を
吹
き
込
ん
で
成
型
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
が
、
サ
ン
ゴ
を
復
活
さ
せ
る

造
成
礁
と
し
て
役
立
つ
こ
と
が
実
験

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
用
途
開
発
が

進
む
鉄
鋼
ス
ラ
グ
。
循
環
型
社
会
を

担
う
環
境
資
材
と
し
て
、
注
目
は
高

ま
る
ば
か
り
だ
。

土
木
・
建
築
な
ど

幅
広
い
シ
ー
ン
で
活
躍

藻
場
や
サ
ン
ゴ
の

再
生
に
も
期
待
高
ま
る

高炉セメントが使用された明石海峡大橋

高炉水砕スラグ

高炉徐冷スラグ

製鋼スラグ
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